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〈小学校社会部会〉

研究主題
「個に応 じた指導を展開するための学習過程の研究開発」

研究の概要

観点別学習状況の評価を生か し、個 に応 じた指導を展開するための学習過程の研究

開発 を行 う。その際、適切な指導 と評価の視点を明確にする、個に応 じた指導 と評価の

計画の工夫 ・改善を図る。 さらに補充的 ・発展的な指導を取 り入れた学習過程を設定 し

た指導の研究開発を行 う。

m研 究 の内容

1個 に応 じた指 導 と評価 の計画 の工夫 ・改善 と活用

研究主題を基に、まず、「個に応 じた指導 と評価の計画}の 立案から総括までの流れを検討 した。

個に応一じた指導と評価の計画の作成

指 導 と評価 の計画

0捕 充的な指導や発展的な指導の手だてを想定 した学習過程を工夫するe

O社 会科の評価の観点の趣旨を鉛析し、学習活動に即した具体的な評価規準を具体的な

児童の学習の姿で表現する。
・「おおむね満足できる」状況(B)と 判断す る児童の姿を明確にする

。その際、「努力

を要する」状況(C)と 判断する児童への具体的な手だてや 「十分満足できる」状況

(A)と 判断する視点も想定しておく。

○ 単元の指導計画に評価の計画を位置付 ける1.

O補 充的 ・発展的な指導の具体的な手だてを想定するc

個に応iじだ指導と評価iの実際

ワー クシー ト・評価補助億な どを生か した指導

O児 童の学習状況を評価規準に照

らし合わせ、本時の学習に対す

る児童の姿を予想するとともに

基礎的 ・基本的な内容の確実な

定着を図る具体的な手だてを考

える。

O評 価の観点を明示したワークシ

シー ト等を作成 し指導に生かす。

ofi
O次 時の学習に対する児童の姿を

想定する。

O評 価補助簿等を生かしてその後

の学習過程、個に応 じた手だて

を工夫する.

蕪
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藏
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学習活動に即

した小単元の

評価規距及び

具体的な評価

規準を作成す

る。(昨 年度

研究成果)

発 展 的 な 指 導

学習指導要領 に示 された内容 を身に付けている児童

に対 して、その理解 をより深めた り、さらに進んだ内

容 について学習 を行 ったりす るな どの指導をす る。

i個 の学習状況の的確な評価と指導1
r

、

努力を要す る

児童には 、棚1」

指導や教材 の工

夫に より補充的

な指導 を行 う.

、

」

掴1ξ応 三じだ指導 と評価 のま と'め

補充 的 な指導
児童の理飾や習熟の状況に応じ、学習指導要爾に示

す基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るための指

導をする。

観点 ごとの評価資料の整理 ・記入

O評 価補助簿な どの整理をす る。

O次 単元 の学習過程、教材作成の準備 、見通 しをたてる、
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2評 価 に 基 づ く 個 に 応 じ た 学 習 過 程 の 開 発

以 下の 手順 で補 充的な指導や発 展的 な指導 を想定 した単元 の学習過程 を作成す る,

(1)補 充 的な指導 ・尭 展的な指導の手 だて 菅想定 した学習 過程 の例

下 の① 、② は、単元 の学習過程 におい て、補 充的 な揃導や 発展 的な指導 を設定 した学習過程 の一例 である。

取 り上げ る教材 ・児童の突態 ・学校が ある地域 な どによって、 これ以外の例 も考え られ る。

① 毎 時間 ご とに補充的な指導や発展的 な指 導が置 定されてい る例 一実 践例1一
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畜 とめる ・つ か む 段 晧 で は 一 斉 指 導 を 行 う。
・毎 時 間 ご と の 評 価 を 生 かL 、 各 時 間 の 中 で 、 捕 充的 ・発 展

的 な指 導 に 融 り組 む 。

・ 「舅 力 を 要 す る」 状 況 に あ る と判 断 した 墳 合 に`i 、 個 別 指

導 や 理 解 の 程 度 に応 じた 指 導 、 教 材 の 工 夫 な ど に よ り 「お

お む ね 満 足 で き61状 況 に な る よ うに 指 導 を行 ラ。

・高 ま 吻や 深 ま りが 見 られ 「十 分 滴 足 で き る」 扶 況 に あ る と

判 断 し た場 合 に は 、 児 童 の 学 習 が広 が り、 多 面 的 に な る よ

うに 資 料 協 示 な どの 指 導 を行 う。

②学習の殴階ごとに補充的な指導や発展的な指導が設定されている例一実践例2一
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・つ か む 段 階 で は 一 斉 指 導 を行 う.
・学 習 の 段 階 ご との 評 価 を 生伽 し、 適 究す る段 階 や ま とめ 石

霞 階 で 禰 充 的 ・発 晟 的 な指 導 に 敗 り組む 。
・ 「努 力 を聾 す 石」 翫 況 に あ ると 判 断 した場 合 に は

,個 別 指
導 や 理 艀 の 程 度 に 応 じた 指 導 、 教 材 の 工夫 な どに よ 号 「お

お む ね 満 足 で 寺6」 吠 況 にな る よ うに指 導 を行 う.
・高 ま りや 深 ま りが 見 られ 「十 分 漕 足 で 寺 る1状 況 に あ る と

判 断 し た場 合 には 、 児 童 の 学 習 距 広 が り,多 面 的 に な る よ

うに寅 斜 逓 示 な どの 指 導 を行 う.
・興 味 ・関心 に モOた もの 、他 の 事 釧 や 雌 域 に 学 習 を 当て は
め てみ 凸な ど 、個 の 発 想 を生 か した 発展 的 な 学 習 を 行 う。

く2)子 ども一 人一人の可能 性や個性 を評価す るための視点とその 手だて

社 会科 の評価 の観 点の趣 旨を分析 し、評価の視点 とLて 具体 的な子 どもの姿で表現す る.こ の表 をもとに 、

補 充的な指導 ・発展的 な指導 の具体的な手だて を想定する。 下の表 はそのための参考資料 の一部 であ る。

鷹層 げ一・;6

評 価 の 視 点

倉思」卜 判断

{社t事 諏相互の閾遅億、硅血的心2瞭

を脅え邑費)

・日べ藷ことどうしの蟹遭忌見っけ愚、

・贋へ距二とどうしを比鮫したり.団 畢
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いら.

・■ぺ距内喜と掌■閉甥即埴

付臨,与れてい階い.

・調べてい邑ら卯の圭佑

炉めていない.

その櫓導O手 だて

・宜料の鰹み町剛が弛星的に

捨毛よ 言,示 噴薯掌

,

・國へたことの躍田と笛撃.

つ=kif弓 の有鮪met属 郎

曲に阿い卑け魯.

「十曾繭足で魯る」挽浅 い}

と判緬する凝点

・雷闘φ大明々8舜 を見簿 ・

τいe。

・撃冒闘量と胴ぺτい6こ と

の悶直椎壱具俸開に身えて

いら.

子課と脚ぺたことセ臨ぴつ

τもL.

・■Kft:tど うしe国 己盲

見っけ.鉦 盒亭豊■睦禽駒

に辱えてい■.

日の 壱と与

え.儒 映への見過しを仙っ

聾履的な脂導

(3)指 導 と評価の計 画の作成

・{きらに蛋茜的む見ツrsで 唇ら

よう」=噺たむ畳直中質輯を拠

示寸弓.
・麟・ck畳 且t生)し て.見 擢

的君零冒へ悸行で 妻昼よう仁

壱促寸.
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②実践例2

・見引,た=と と麗量 との閏躍

躍ltでな{.臼 分e尋tも 構

4任 「郷士の発
学習活動 内容 編 評 …謬II鴉 と玉川上水」具体的な指導

◇補1充 △鞘展
問③
題 0玉 川上水の開 ●予想にそって開 ◇測べるための資料
を 削 の様 子 に つ い 削 の様 子について が 選択 で き る よ うに
追 て 調 べ 分 か っ た 盗料 を御べま とめ 助言をする.
究 こ とを ま と め る。 る 。 △ 調べ るこ との幅 を
す ・玉川 兄 弟 の働 ア ー ① ウ ー ① 広 げ 、上水 の 開 削 に
る き 〔ワ 〕 つ いて 関連 づ けた調

・開 削 に 使 っ た
1 べ がで きる よ うにす

道具 乱

li:嬰灘 美

※学習過程に応 じて、学習内容 と相当する姿を照 らし合わせて必要な補充的 ・発展的な指導の手だて

を想定 して作成す る,
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3個 に 応 じた指 導 を 展 開 す るた め の 評価 、計 画 、 指 導 の 流 れ

〔計画をたて る場面〕

x

麟鎌 …

亀"へ

灘 　轡 ②③＼
1

∴①触⑤ の流れ を繰 り返 し、

全 麟縫i差礎的 ・基本的 な内1容

①前時までの学習から、評価規準 と照 らし合わせて本
時の学習に対す る児童の姿 を予想する。学習牧況が
特に顕著であると思われる児童については評価補助
簿にメモ を してお くとよい。
(評 補助簿の一例)

時間 1時 間 目 2時 閻 目1

指 導の
ポイン ト

江戸 幕府 や江 戸振建築 の こと を知 り,家 光
が幕府のカ を弧めたこ とについ て考 え石.

参 勤交代の 開度につ
いて麟べ ま とめる。

畳点 ア ー① エ ・一(Dイ ー① ア ー(Dウ ー①

児童⑤ Aよ く考えて鞘言 して い 石 鯉殖 ⑤ B象 光の政策と大名との國係をみている

児童◎ B江 戸 城作 りを知る
C予 慧 で ぎない

賃料を遡切に揖せ㍑い伽』し
良肚い

児童④ E家 光 の敬策 を 大名 の力 を弱 める こ とに 目
を向ける

児童⑱ 日大名 の種 畑を知 ろ
圖家光の政策に見適 しを もoて い る 6

崇 鱒 臥 銀 の児童の鄭 ついて予想をすることは大勲 こと脇 、
るが、特に学習状1況が頭著な児童にういて}1‡、敬材の工夫を含めた
学習の手だてを考えるためにもメモしておくと春劫であろ、

、

謬
②評価規準をもとに、Cと 判断する児童への具体的な手だてやAと 判断する具体的な視点を想定する。

◇Cと 判断する児童への具体的な手だて(例)
O調 べることを意識付けする
0何 を調べてい くのか、個別に話 しなが ら確認する

◇Aと 判断する具体的な視点(例)
O自 主的に資料を選択 ・活用 している
O多 面的に調べ考えている

O作 業の方法がわかるワークシー トを活用するO事 実と事実とを関連 させている …
0分 かりやすく再編成した資料を提示するO自 分の言葉で表現している1
O調 べて分かったことを個別に話しながら
まとめる方法を示す

転

③本時における具体的な指導の手だて 働 言 ・示唆の方向、ア ドバイスカー ドなど)を 設定する。 』
1

主な学習活動 内奪 ●評価 ・支橿1且 雌的 荘櫓 導 -

o捕 充的な指導 △登屋的た樽瀦 「

O玉 川上水が完成するま ●資料・を選択 した り、活用 した りしな坦 ら調 べ、開削の嫌子 をま とめ
で の開削の様子 を調べ る。 て い る。
・闇削に使 った道具 O本 時で必嬰な資料をわか りやす くまとめ選 択でき るよ うにする。 O再 構成した資料の提示
・開削の榛子 〈〉何 を調べ る と㈲題の餌決 になるのか考 え させ、適切な贅料 を助 言す ◇子 ども との 対話
・玉川上木の しくみ る. ◇ ワー クシー トの活用
・玉川兄弟の働 き ◇調ぺ方 ・ま とめ方が分かるワークシー トを与える.
・苦心や工夫

△必要 に応 じて胴ぺる ことに適 した資料 を 自分か ら選択 ・活用 してい △多面 的 に調べ られ る資
るか見穿 る。他 の資料 も参 考にす るよう促す. 榊 獅 璽

臨 、

駐

〔指 導場 面 ・指導 後 〕

一

④本時の学習状況を具体的な評価規準をもとに評価するとともに、前もって想定 しておいた =

手だてを講 じ、児童の変容の様子等を記録 しておく 〔評価補助簿等を活用する〕。
≡
.

児童◎ 児童⑤
資料 を探すようC→B
助言した

児童⑨ 児童@
学習問題がとらえ
られないC

入をえ考
た

⑨
の
れ

童
分
ら

児
自
れ

児童① 児童③
関連を意識づけた
ら課題意識が変わ
った

児童⑤

補助 簿には決 まっ た瀞 が
あ るわ けで は ない ので 、
継 胱 して 評価 で きる もの

を工夫 す る こ とが 大切 で
あ る、

.櫨 溢 鴛〕

⑤授巣後に記録やワークシー ト等を整理し、本時の授業を児童の実態をもとに見直す とともに、次i
時以降の学習過程や個に応じた指導の手だてを工夫する。1

毒
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rv 手旨導 事 例
事例1

◎個に応 じて補充的 ・発展的な指導を取り入れた実践例
小単元名r江 戸幕府と徳川家光」 第6学 年(11時 間)

1.小 単元の 目標

江戸幕府の始まり、大名行列、鎖国、及び歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学などにっいて興味・関心を深め、年

表や文章資料などの各種の基礎的資料を活用し調べることにより、身分制度が確立し武士による政治が安定し

たこと、その後 、町人の文化が栄え新しい学問が起こったことを考え、理解を深めるとともに、我が国の歴史や伝

統を大切にし、国を愛する心情を育てる。

2.小 単元の評価規峯と学習活動 に即 した具体 的な評価規塗

ア 社会 的事象への

関心・童欲 ・態度

イ 社 会的な ウ 観葬…・資料活用の

思者 ・判断 技能・翌現

工 社会的事 象

についての知識・理解

小単

元
の

評

価

規

江 戸 幕 府 による身分 制度 の確
立や 町 人の文 化や新 しい学 問

に関心をもち 、江戸時代 の政策

や 栄 えた 文 化 を 意 欲 的 に 側
べ 、我 が国 の歴 史や 伝 統を大

切 にし、国を愛する心 情をもとう

とする。

江 戸幕 府 による身分 制度 の確 身 分制度 が確 立され ていった
立や 町人 の文 化や新 しい学 闇 様子 や町 人の文 化幸新 しい学

につ い て問題 を見い だして追1聞 示 起 こったことにつ いて年

究 ・躰 決し、人物や文 化遺産 が 表 、文章 、絵 、図などの基礎的

果たした役割 を考え、適切 に判1

断する。

資料 を効果的 に活 用したりする

とともに.調 べた遇 租や 結果を

工夫して表現す る。

身分制度 が確立され、武士 によ
る政治が安 定したこと、そのこと

で町人 の文化 が栄 え新 しい学

問が起 こった二とを理 解 してい

る。

学
習
活
動
に
即
し
た
具
体
的
な
評
価
規

① 江 戸 幕 府 の支 配 体 制 を曲

め 、武 士の政治を安 定させた家

光や 国 学や 蘭学の新 しい学問

と浮 世絵や 歌 舞伎の町 人文 化

につ いて関心をもち、意欲的 に

調 べ,考 え なが ら追 究 してい

る。
② 政 治 の安 定 のため に徳 川幕

府押行 ったことや 、社会 の安定L

から起こった町人文化や学問な

どの先 人 の働 きや文化 遣 産 に

つ いて理解と関心を深 め、我ホ

国 の歴 史や 伝統 を大 切 にし、

国を渥する心情を唱とうとする。

① 武 土の 政治 が安 定してい っ

たことにつ いて問 題 意 職 をも

ち,学 習 の見遍 しをもって追 究
・解決 している。

② 幕藩体 制の確 立や 身分制 産

や 町人 の文 化につ いて鯛 べた

ことをもとに、それ らに関わった

人物 や文 化遭 産 が国 家 ・社 会
の発 展に果たした役割を考え、

適 切に判 断している、

①武 士の政 治を安定 させ た家

光 の政 策や 町人 による文 化や

新 しい学 問 にっ いて年 表 、文

章 、桧 、図などの各種差礎 的資

料を活用し、人物 の働きや文化

遺産を具体的 に調 べている。

② 調べ た過程や結 果を 目的に

応 じた方法で分かりや すく表現

している。

① 家 光による政 簗により、大名

をはじめ人々が耗鯛 され 、身分

制度が碓 立し,武 ±による政治

が安定 していったことが分かる。

②政 治が安 定したことで、歌舞

伎 や浮 世 給な どの町人 による
文化 が栄 えたり、国学 や間 学な

どの新 しい学 瑚齢起 こったこと

が分かる。

3.「 十分満足できる」状況(A)と 判断す る具体的な視点

ア 社 会的事 象への

関心 ・意欲 ・態度

イ 杜会的な

思考 ・判 断

ウ 観 察・資 料活用の

技 能・表現

ヱ 社会 的事 象

についての知識 ・理解

江戸幕府の支配体制を強め、武

士の政治を安定させた家光や国

学や蘭学の新しい学問と浮世絵

や歌舞伎の町人文化について、

自伽 竃追究したこと畳もとにさら

に関属をもち1意欲的に調べより

深く考曳ながら追究して巨る。

幕 藩 体制 の碓 立や 身 分制度 や

町 人の 文化 につ いて調べ たこと

をもとに、それ らにかか わった人

物 や文化 遺産 が国家 ・社会 の発
一

展 に果 たした役 割 を多面的 にと

らえながら寿 え=よ り適 切に判 断

亡てい石。

讃 べた過程 や結 果を、目的 に応

じた方 怯で衷現 するとともに、調

べ た;と を関連 付 け分趣りやす く
一

表現 している。

家光の政策が 、長 く続いた証戸

時代の奮盤 となウたことや政 治

が安 定したことで町 人の文化が

栄えたことを関連 付 けながら理

解を謀 める二とがで きる}

X網 掛け部分のような深まりや高まりが見られたときに〔A)と判断する.

4.具 体 的な評価規 準に基づく児童の学習の姿

1時間 目 2時 間 目 3時 間 目 4時 間 目 5時 間 目 6時 間 目

関① 関① 関① 思① 技② 閑②
・資料からなぜ ,手 ・参勤 交代 に胴す る ・鎖国 に関す る資料 ・学習問題 と調べ たこ ・敵国や参勤交代

、そ ・自分が調 べたことと友

伝い普請を西国の 資 料を 自命 で探 し、を 自命 で探し、課 題 とを関連 させながら武 の 他 の 政 策 に つ い 達 の発衷 から、家 光の
児 大名が多く謂け負 謀題に沿って恵欲的 に沿って意欲 的に調 土の政治が安定して て、鯛 ぺたことの要 点 姿勢に関心を高めてい

募
ってい るか にっ い
て挺 問をもち 、意

に調べている。

拉Φ

ぺている。

技①

いった理 由 を的確 に

考え、まとめている。
と自分の 考 えを的確
に書き入れ るとともに

る。
思②

学 欲的 に調べようとし ・参 勤 交 代 の 意 味 ・鎖国の意 味を、盗 技① 分かりや すく作品にま ・家光 の働 きを各事 象

習 てい る, を、資 料 から的確 に 料から的確に読み敢 ・蛸国や 参勤交代 、そ とめ ている。 を関連付けながら的確
の 思① 疏 み取りまとめること りまとめ ることができ の他 の政 策 に関す る にまとめている.
藁 ・「家 光 の 台 詞 」の が で きる。 る。 意味 を、的確 に読 み 知①

資 料 をもとに 、家 敢りまとめることができ ・家 光の樵 々な政 策に

光の権力や人間 る. より、武士 による政治が
性 にっ いて予想 す 安定したことに気付 い
ることが できる。 てい う。
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5.評 ・・発展的な指導の手だて

①江戸幕府が開かれるまでを年表
の事実を一つ一つ順 にとらえられ

るように助言する。 関①

家光のカにっいて、家光の年

齢、言動から想像できることをすべ

②③参勤交代、鎖国に
関する補助資料を与え
たり.その記述がある教
科書や 資料集のペー
ジを知らせたりする.

技① 思①

④⑤参勤交代と鎖
国の意味について
考えられるようにア
ドパイスカードを与
える。 技① 思①

技②

欝
　学 問題をつかむ① 問題を追究する②③④⑤ まとめ る⑥

習① ② ・参勤交代の制度を調べ その意味を考える。 ⑥
の ・江戸幕府が開かれたことを年表 ③ ・鎖国を調べ、その意味を考える。 ・調 べ た ことを グル

瀦 をもとに 知る。 ④ ・参勤交代や鎖国に関することをさらに調べ、それぞれの 一プ内で発表し

れ ・江戸城建築と大名 の関係を手 意陳を考えまとめる。 家光の働きにつ

と 伝い普請の資料から知る。 ・家光のその他の政策や出来事を調べ、その意味を考え い て まとめ る。

匿 ・この時の将軍が豪光であること る 。

審 から家光の力を考える。 ⑤ ・調べたことを図に表し、家光の働きやその役割を考える。

燭 茜''"

5

・調べ る事象の内容を参勤交代 と鎖国以外に広げるように指示する。
・家光の赦策に関わる身分制度やキ リス ト教禁止などの他の資料 を

提示する。
・それぞれの事象のっなが りについて考えるように助言する。

(1)補 充的な指導をした例 T児 の学び

・
.
砥

.
,
幽
8
』
.
,

分

直

て

自

め

も

に

つ
が

と

見

見

る

⑥
綾

憶
す

緊

い
さ

た
助

合

を
新

に

し
え

、
う

話
考

し
よ

雛箏塒 、

具体的な評舗規準に菖つく
一 τ児のワーウシー トの内容 「 F"

評価補助簿への記録
児童の学習の盗 ・なぜ遠い大名に頼むのカ㌔外様 B

関① ・盗料からなぜ 、手伝 い普藷を西国の 夫名に頼むのか。 ・熱心に資料を読み取っていた。

大 名が多く臨け負っているか について疑

問 をもち、意欲 的に訓べている。
⇒

・叢いのに自信や度胸があってず
國こいな

。 ⇒
・江戸城建築については疑問のみ

で想像したことなどの考えはなかっ

思①'「家光 の台詞 」の査料をもとに、家光 ・よく年上の凋 ζ・向牟つて言えるな融 た 。

の権力 や人間性 について予想す ることが 鱈1'i槻
,

Lで きる。, し … 帆 ・ 」 _一 ウ

笏2時
具体的な解価規準に基づく

児■の学智の喪

「

厩襯騰誌譜騰f
戸r

評値補助簿への記録
C

噛

関Φ ・参 勤変 代に関 する資料 を自分 で擢

し.課 魍に沿って意欲 的に溺べ ている。

技① ・参 勤交代の意味 を、費料から的硝に

㌧ 読 み臨りまとめるーとができL,

⇒
・妻子を江寒葡 畷 績レ嵐
・1隼おきや魏 蜷締 癒鋤 鵡訟

,・行獅 全麟 醐 蟹麟 麟 騨
L・ ・遡 軒 甥 暁 』』∫ 一.惣 」郷 ・.

⇒

一

・参勤交代の概要は理解できてい

る。
・幕府にとっての意味にっいては考

露 られてい赴い一 ∂
4 第6時

卜

補充曲な指導
・参勤交代に関するアドバイス

署
1 講綴 議鍵 備

勢 響繊 一ト鱒 醗

「 「 「
軌T児 の活融の郷子

帰 博

、b禰 べたこ繕 報螺鋤石。 顎・コ

カ ー ドを渡 す。
3

.㈱ 勤交代を行ったの瀦
3 叢 三i陣と時閥をか甘させた。 惣 交型

ま融 塞 指委臨 一一_」 摯峨 家箪法度で決められていあ・讐き
わ義家諸法度の内容を調べ電臨 ご、讐幽交代踊ベアドκイ7脅脚ド 「 づ 囎 撫 句参勤 杢 代 に 関す るこ とを調べ ξ}ときに.

ぜひ調 べてほ しいこと1ま、

①参勤 交佳と健どういうことか

②この制 度 はいつ頃.「何 」に追 加された決

まり亭 か

、置幽

丁児の評価

第2時 の参勤交代を調ぺたときは内

'島 鱗難
③耳府はなぜ,勘 交代査さ廿益ようにした
のか

④雲名たちは夢勤交仕をどう身えていたの

容や意味についての理解力{不十分と

判断した.そ こで第4時 にアドバイスカ

l

I

二蕊 地
粛 ・瀞

麟 尉醐 鰯F

難灘
か 。 そ の理 由は

⑰帯 府 に とづて参 勤 玄fヒはどんな もの と

いえるのか

⑥参 勤 交代 と学 習 問朋 が どうつなが うて

㌧.いた のか 自分の身えをまとめよう

一ドを与え調べ直すように促した、そ

の後で調ぺ直した内容を見て、「おお

むね満足できる」状況(B}と判断する、
冒、 、1

縛錯纏轟
鵠触
、螢 周

臨舞贈
吋擁1与 擁 で
メ払 な`も卸 瞭
勘粍.
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(2)発 展的な指導 をした例

第1時

具 体曲 な 評価 規 準に 甚 つ く

児■ の学 習の 姿

関① ・資料からなぜ、手伝い普躊を西国の

大名か多く請け負っているかにっいて擾

問をもち、意歓的に調べている。

思①・「尿光の台詞」の費料をもとに、家光

の櫃力や人間性について予想することが

で吉る。

K児 の学び

ノK擬 のワークシ「 トの痢容
・葛垣淫遡 ま大変な作業、九州の穴

1名1こ俊せたのはなぜ

'自会の位に自信を転りている。

{地 方の大名も従節 せるすごいカ

　 ナ

だ 。=増 ・
『 綬"

⇒

評価補助簿への記録

B

・石垣に目を向け、その大変さを共

感する。
・家光の力について、よく考えてい

る,

第3時
r、

異 体 的 な評 価規 準 に 蓋 つ く

虎童の 学習の聾

開Φ・租国に関する資料を自分で榛し、課

題に沿¶て量欲的に調べている.

技①・鎖国の意味を.賓料から的確に読み

取りまとめることができる。

覧

⇒

!

F「

K児のワークシートの内審 グ
・キリズ卦敏の蔭止と貿舞の講益激爵

のた繊 醗 し転}∵ 〔

.粥 騰 搬 縮 鋤 融 擁 幾 転
・キリ還築教の団結の強さを幕鰐曝瀞

爆,膿

⇒

一

Fr

評価補助簿への担録

A

・鎖国の内容とその理 由を的確に調

ぺまとめている。
・深まった見方がてきている。
・十分満足できる状況と判断し発展

、的な指導を促す。
し ウ

1

第4.時

:
㍉

…

1灘1鵬 脚 政策を
・身分制度、キリスト教の禁止に

関する資料を与える。

団1

⇒
。麟 燃 購 離 惣 ト備F一

擁 灘1熱撫 一 …
第5時 む'

第6時 o銅 べ蒋二¢噺凹髭■占aホう: ㌃武耳一丁巽「聴 、
ド コ

・・=学習岡 題篤 つな がる キヲ ワー ド

'

FK児 の評価 ㌔

第2時 、3時の活動及び調べたことをもとにし

た考えが的確 で深まった見方ができており

「十分満足できるJ状況(A)と判断した。そこ

で第4時 の活動で家光の年譜から、身分制

度に興味をもったので資料を与えた。(発展

的な指導)

そして第6時 の学習問題 に対する自分の

考えをまとめる活動では、今まで調べたこと

を関連 づけながら、家光の働きをまとめるよう

に指示したところ、多面的にとらえるまとめが

できた。この学習内容から発展的な指導が

在 かされたと判断する。.
,,冒`

、

←

弓

;

veiまどの 引こしてt'rの 力 勧 てい った の か だ ろ.か .

趨蝋 毒嚥
さ勇礎 麓

り鋪 野轍

1～醜 」蝋 鋸 匹

7灘 弩毒

囲 翻

羅讐
駆 ～1重轡
げ麟難

沌勧 憩慨`恥 し?喪 。 、

糞欝1!ら ㌃ 一 ㌧ 実!塀

恥
疇 響 聯馳醸

協軸 鱒 た,

、・靴1麟 湖L讐喜蜘 綿 り

懸 曝 芽灘 簿
で贈 癖 鯵 ゼ'ゲ ・

、 警轟纏 騨
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事 例2

⑨個 に応 じて補充的 ・発展的な指導を取 り入れた実践例

小単元名 「郷土の発展 につ くす」一玉川兄弟 と玉川 上水 一 第4学 年(10時 間)

1.小 単元の目標

玉川 兄弟な どの働きについて興味 ・関心をもち、資料を活用 しなが ら調べ ることに より、江戸の開発

に尽 くした玉川兄弟の働 きや苦心が人々の生活を向上させた ことを考え、地域社会に対する詩 りと愛情

を育てる。

2.小 単元の評価規準と学習活動に即した具体的な評価規準
ア 社会的事象への イ 社会的な思考 ・判断 ウ 観察 ・資料活用の 工社会的事象

関 心 ・意欲 ・態 度 技能 ・表現 についての知識 ・理解

地域の発展につくした先 地域の発展に尽くした先 地域の発展に尽くした先 地城の人々の生活の向上

小
単元

人の働きに関心をもち、

それを意欲的に調べ、地

域の人々が生活の向上の

人の働きから学習問題を

見いだ して追究 ・解決 し、

地域の人々の願いを実現

人の働きやその後の人舞
の生活の変化について調

べた りまとあた りして調

のため上水の開削が必要

であったこと、それによ

り地城が発展 したことか
の ためにしてきた工夫や努 していったことを適切に べた過程や結果を工夫し ら先人の働きや苦心を理
評
価
規

カを大切にし、地域社会

に対する誇 りと愛情をも

判断する。 て表現する.
願

解 してい る。

準 と う とす る。

'一_

①江戸の人澄の生活から ①玉川上水が開削された ①上水を開削した到1兄 ①江戸の人々の願いによ

上水の開削に関心をもち ことにっいて、問題意識 弟の工夫や努力それによ り上水を開削 した玉川兄
学
習

玉川兄弟などの働きにっ をもち学習の見通 しをも り人々の生活が向上 した 弟の働きや開削の様子か

活 いて意欲的に調べ てい って 追 究 ・解 決 してい る。 ことを資料 を活用 して調 ら苦 心や 工夫 が わ か る、、

動
に

る 。 べ てい る。

即
し ②玉川上水の開削の様子 ②玉川上水の開削の様子 ②玉川上水の開削が地域

た ②地域の発展に尽 くした や工事の工夫について調 や工事の工夫な どにっい の人々の生活の向上に大

具 玉川兄弟などの生き方に べ た こ とを も とに 、そ れ て調べた過程や結果を分 きな影響を及ぼ したこと
体
的

関心をもち地域社会の生 らにかかわった人々が現 か りやす く表現 してい が分かる.

な 活向上にかかわった先人 在の東京の発展や生活の る.

評 について理解を深めると 向上に尽 くしたことを考
価
規
華

ともに東京都に対する誇

りと愛情 をもと うとす

え る 。

る 。

3.「 十分満足できる」状況(A)と 判断す る具体的な視 盧

ア 社会的事象への イ 社会的な思考 ・判断 ウ 観察 ・資料活用の 工社会的事象

関 心 ・意欲 ・態 度 技能 ・表現 についての知識 ・理解

江戸の町の人々の願いから 上水の開削の様子や玉川 学習問題の解決の見通しを 玉川兄弟の働きと地域が

上水 を開削 した玉川兄弟の 兄弟の働き、その後の地域 もって資料を活用 し、調ぺ 発展し、人々の生活が向上

働きやその後の地域の発展 の発展にっいて調べたこ た過程や結果を工夫してま した こととを関連付けな

について消 憂が聴 曜
こと劇 罐 雛 ・燗 礒
も松 騨 戯謙 り組ん撃

とをもとに、それ らの事業

に加かわうた人が地域の

発展や生活の向上に尽 く

とめるととも}こ、…縫;i鎌あ毒

えを織 り交ぜて表現t魏 い

る。

が ら玉川上氷の役割 にっ

いて理解を深めることが

できる。
いi翫 した意味を多面前匿芝「ら

蒙探く考え判断も鵡郵る。

※ 網掛け部分のよ うな探ま りや高ま りが見られた ときに、(A)と 判断す る。
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4 小単元の指導と評価の計画

学習過程 問題をつかむ 問題を追究する ま とめる

■ ・囚 時 囹一回 時 回 ・園 時

江戸 の町で上水が必要■
にな った理 由を資料を基

圃 玉川上水の水路について予想 をたて.調 べて分
かった ことをまとめる、

皿 玉川兄弟 の働 き と地域 の発
展についてま とめ話 し合 う。

学 に調べ るとともに、江戸 の 回 玉川 上水 の開削の稼子 につい て調 べて分 か

習
活
動

人 々の願 いを考 える.回 江戸
の町で上水の闘削

訴必要であることに気付
き、開削にかか わる学 習問

った ことをまとめる。

禰べた ことをもとに開削につい てまとめる。

目 玉川上水の水を江戸の町に配 る様子 を調べ、

ま とめ る。
題をつ くり調べ る計 画を 1圏国 開削 で人々の生活が向上 した こ とを調べ、
た て る. ま と め る。

具
体
的

幽
関①・永不足の資料から江

戸の町で上水が必要
になった理由や闘削

図
関① ・開削の様子,玉 川兄弟 の働 きにつ いて進ん

で資料を避ぴ意欲的に ワー クシー トに書い て
いる.

四
技② ・開削 の様子 や工事 の工夫 にっ

いて資料を落用 して調べ た こ と

を分か りやす く新聞に ま とめて
な
評
価規

準

に つ いて講 べ た こ と

を意欲 的 に ワー ク シ
ー トに書いてい る。

思① ・開削の横子 を表 した

資料 か ら玉川 兄弟 が

技① ・開削の様 子、玉川兄弟 の働 書について適切
な資料を活用 し、講べた こ とを ワー クシー ト

に分か りやす くまとめている。

日 関② ・上水が完成 し、地域ボ発展 した様子につ
い て、適切な資料を選 び意歓的に ワークシー

い る。

知② ・調べ たこ とか ら上水が完成 し

江 戸の 肝 の 人 口が増 加 した こ
と.武 蔵野 の新田が闘 発 された

ことな ど人 々の生活 に影響 を及
に
基
づ

どの よ うに して上 水

をつ くった の か予 想

を も ち何 を調 べ る と

トに書いている.

面 技① ・上水が完成 した ことに より,ど の ように
地域が発展 したかにつ いて 、適切 な資料 を活

ぼしたこ とが分か る。

関② ・調 べた ことをま とめた り.友

連の作品 を見た りす る ことで玉
く児

童

解決 で き るか 学習 の

見通 しを もってい る。

用 し調べ たこ とを分か りやす くワークシー ト
に まとめてい る.

圃

川兄第 な どの生 き方や 東京都の

開発 に関心を もち、意欲的 にま

とめようと している.
の 思 ① ・上水の完成がその後 どのよ うに地域 の発展 思② ・上水 の開削 の様 子や工事の工
学 や人 々の生活の向上に影 響 を及 ぼ したの か、 夫につ いて調べた事 実 と、上木
習 予想 を もち、何 を調べ ると解 民でき るか 見通 の完成が江戸の町の発展や武蔵
の
姿

しをもってい る。

知① ・資料 や友達の見言 な どか ら、上水 を完成 さ

の新 田開発に結び付 いた こ とを

開連付 けて考 え.新 聞 にま とめ

せ た玉川 兄弟の苦心や工夫 について 、分 かっ る こ とが で き る。

た ことを的確 にワー クシー トに書いている。

評

据o
差犀禰

充

O資 料 の見方 を指導 する.

◇ 何 を調 ぺ る と玉川 上水
のことが分か るのか、課

〈〉追究 の着眼点が もてる よ うな ワー クシー トを

提供す る,
◇資料 を もとに重 要な点や言葉 を共 に随詔 し理

◇調 べた こ とを分 か りや す くま と
め るようま とめ方を例 示する。

O当 時 の人々の 気持ち にな って聞
価 的 べ 方を示す。 解を促 す. 削 や地域 の発 展につ いて ま とめ
に な

る,と を 指 導 す る。

基
づ
く
指
導

巽鋳

轄

△調べ る事柄 の幅を広 げ、関速付 けた調べ方がで

き るような資料を用意 し堤供す る。
△生 活の向上 につ いて武蔵 野の新 田闇亮の他 の

事例 に広げ て訓べ るこ とが で きる資料 を提 供

す る.

△調 べた こ とを もとに 上木 の開 削

と関連付 けてま とめる よ う促 す。

△自分の考 え を織 り交ぜ なが ら話

し合いをす ることを指導す る。

△ほか の表 現方 法でま とめをす る
導

よ う指導 す る.

5.補 充的 ・発展的な指導 と評価の実践

(1)補 充的な指導を した例D児 の学び

第3時 具体 曲 な醇価 規華 に甚 づ く

児童の孝習の姿

拉① ・開 削の様 子、玉川兄弟 の働 き

につ いて適 切な資料 を活 用 し、

調 べ た ことをワー クシー トに ま

とめて いる、

1)児の活動の様子

永路の資料か ら、多摩州の水を取り入
れたこと漢寵み臨れiなし㌔ →

,一 鰯 職 的棚 イ1
1水 路にっいて費料が読み亀れないC児 にはI

I地 彩に着目するよう個別に榴導する。1
L__-■____輯_剛_噛_」

辞価補助簿への記録
C

指導 したが多摩川 の水
を取 り入れた ことが読
み取れない。

算4時 で予想されるD児 の活動の姿

どのよう}と欝警主蘇嚢鑛懸 止灘 織懸灘灘癒纏 ち=と いう問題について資

料 を選ぴ調べることは難 しいと考える。

郷土の発展につくす ④ 名前
努 力を要す る と判 断 した児童に与 えるワーケシー ト

削 、 ま

『＼ ………

ケn二

働きを鯛 べ、てみよう
oべ ると玉川上 のことが分 かる}

玉川兄 のよ にして上水を開 」」した
のか。失 敗や昔労はなかったのか。

O調 べたこと(気fい たこと 分かったこと)
しりよう「「わだ[濯 葛切'東刺

iプリント「ヨE,ll兄第 の1}十画 」なζ...① 玉 川 兄 第 ほ ど滞な 仕 業をu馨Gた1が ヨ'

コ ヘ

ロ

・水喰土(みずくらいど)を調べてみましょう
。

・その他の若労について囲べてみましょう
.

③ 上水が完成したときの玉lll兄弟の気持ちを考

えてみまLよう。

〔⊃

●

,

●

●

●

.

●

●

●

]

■

◇補充的な指導の ・
具体的な手だて:

ロ

・玉 川 兄 弟 の 敏 り組 ・
　

み 等 に つ い て 記 入 ・

で き る ワ ー ク シー:

トを 用 意 す る。:
・プ リン トの 色 わ け;

を して ワ ー ク シー・

トと資 料 と を 関 連

させ る。
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第4時 具 儲的 な評唖 規準に基 づ

く児量の学習の姿

技① ・開削の様子 、玉川兄弟の働 き

に つい て適 切な寅 料 を選び愈歓 的

に ワークシー・トに書い ている。

◇徹 的な指導の具倖的な手だて

・用意 したワークシー トを渡す。

・分か りやすく再構成 した資料を

提示する.

・個別に対話をしながら資料の読

み取 りを指導する。

D児 の 活 動 の 様 子

・玉 川 兄 弟 の 取 り組 み に つ い て 記 入 で き る ワ

ー ク シrrト を活用 す る
e

・ワ ー タ シー トに 示 して あ る資 料 を探 して 調

べ る⇔'"「

・玉川兄弟の開削についての工夫を調べるこ

とができなかウた.指 導 した資料を声を出し

な がら読み、玉川兄弟の働きにっい丁書 く。.;
・友達の発言を関心をも6て 聞く。1.,

-

D児 の評 価

探 してきた文 書資料を

声 に出 しなカ{ら読む。

そ こか ら分かる玉川兄

弟 の働きについ でワー

クシ鵡 トに書 く。

話 し合 いか らも働 きに ヨ

っ:い≒ゴ書 き加え.石。,.

、以坤 眺 の賊 魔
お む ね 満 足 で ぎ あ 」・ど==;・「

判 断 す る。匹

L

■

(2)発 展的な指導を した例E児 の学び

第4時 具 体的な騨偶蕩 準に

基 づ く児 童の学晋 の姿

技① ・開削 の様子 、玉川兄弟の

働 き につ い て適 切 な 資料

を 避び 意 欲 的に ワー クシ

ー トに書いている。

→
箏4時E児 の ワ ー ク シー ト

舞雌てら二,く雷o韓

ll概純晃鯉 副鵬明重散.鳳 〔圃

。_.__._、_,A高 飾 一麟 岬 国 ㊥ 噛 噌

鰍 鼎 瞭 赫 静=岨 童・的

φ嬬呵τ身喝={亀

妻1星弛.甑 匠 二町 恥壁
r獅融 」玉」蟄u曲 砕

盤 恩幽 働.雌 』山ヒ

颯 聖麟 竺些1跡価■螂 ♂

餌騨丁ぞヒ.闘L_._.,.

評伍補助簿への記
1■
IF録A

ノ 」 」

か とい う問 題 の解

決 に 向け て 複 鼓の

資料 を的確 に選ぶ。

上水 の闘 削 の 流れ

が 分 か る よ うに調
I
lべ た こ とを箇 条 書

きに 自分 の言 葉 で

ま とめる.

!
!

管

還1霊 唖一コ

灘 験鰍 〕
工等、㎝ 荊 ・碧瞳穂 り嘩 ず、

帥 咽'脅 峻 あr唾 、

悔■,

毎楠 中一・四淋 岬

脚も 撫 ㍗1剛博 くr鵡}

,.る ・!・ ヒ

■・ ・.・ ….・ ・.・ ・..go9・ ■●

■ ・

・Aと 噺 する視点 ・
● ■
■ ・自主的 に玉川兄弟の働きが.
■ ・

●6」
・ 分か る資料 を複数選び、活.
● ■
・ 用 して い るか。.
● ■
・'調 べた玉川兄弟の働きを具.
o■

● 書

.体 的に示 しなが ら自分の毒.
● ●
■ え を表 現 して い る か。.
■ ■
■ ■ ■ 層 ■o● ■ 願 ● ■oo●o■ ● ● ● ■

聖 醒1塁

一
兎麗甜冒鶴騰 懸

● ● ●

i△ 蝦 腕 櫛
: 第5時 は何に

ついて調べ

るか確かめると 「玉川上

水は江戸の町の水不足の

ために開削されたのだか

:ら 、上水をどのよ うにし

て 送 っていた か調 べ た

い」と話す。

問題が的確であることを

認める.

上水の開削について関連

i付 けた調ぺができるよう

i資 料 を提供する・
・ ■ ● ● ● ●o■ ■ ● 曝 ■ ● ● ■ ●.● ●...・ ・

→

篤5時E児 のワーケシー ト

.雪,
・'㌦5

学

1、.

第5時.ウーゑシート'レ 揮 吻[斗 ・、

調 豊:畿:野1'菖1』
」隅 炉1脇

薪牌 晶 益」一ノ

鰍 黙畿 ㎝
一,灘 驚 蔓騰 諜 憾

@、・轟 .:湘繧盤巾

【pl

並n・ ～二恥軌 魁鳳 ㎞

…"坐 蛙豊蜘 哩 曲1・

控.虫セ虹 、晶槻 ・罵、醒=

覧 一
罰 一『 罰一 冨.匿ゆ"『,・}咽 「一 ・,■

.円邑_

.・ ●● ●o■ ■●曝■●●■●■●●■■■●●

●・.・.・ ■・ ・..・..・ ・.… ■・

=Aと 」噺 す6視A・
・:
・ ・玉川上水の開削 と江戸の町 ・
・,

=へ の 配水 につ い て 多 面的 ・
・=
・ に と らえて考えているか.-
.・

・ ・….・ ■ ● ● ●o■ ● ■ ●
● ■ ■ ■ ■ ■

「 「7「一一一一一一マ 蒋 嗣 繭 壽量「::1門一 一一 一1
1・玉川上禾あ面削について玉川兄弟の計衝から江戸の町に水hsmeられるごtま で関達付けで複 酢

1数 嚇 ・≧轡 ・分幟 でま・めて・監1"];;

ll捲蟹 鐸憂遡 饗離 ご2塑1讐瞥二i
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V個 に応じた指導を展開するための学習過程の工夫(O)と 主な成果(@)

1評 価する児童の姿の明確化

○具体的な評価規準に基づいて児童 を評価す るにあた り、評価 の観点の趣 旨を分析 し、「おお

むね満足できる」状況(B)を 設 定す る。そこか ら本時で身 に付けさせたい具体的な姿 を明

確 に して個々の学習状況 を把握 し、r努 力 を要す る」状況(C)の 児童への具体的な手だて

や 「十分満足できる」状況(A)と 判断する児童の視点を想 定する。

⑨ 各時間に身 に付 けさせたい具体的な学習の姿を明確 にす ることで、個々の児童の学習状況を適

切 に評価す ることがで きる。また、評価に基づいて個 に応 じた手だてを具体的に想定す るこ と

が できる。

2評 価に基づく個に応じた指導の手だての想定

O前 時までの学習状況の評価 をもとに、個 に応 じてア ドバイスカー ド・ワークシー トの工夫、

新たな提示資料の準備 な どの具体的な指導の手だてを想定 し、本時における指導にあたる。

◎評価をもとに傭に応 じた指導の手だてを想定 してお くこ とによ り、本時において、よ り具体的

な指導 を講 じることが可能 となる。また、本時で予想 した児童の姿 と想定 した手だての有効性

を分析す ることに より、その後の学習過程の修正や次単元への工夫や改善点が明確になる。

3個 に応じた指導と評価の分折、及び工夫・改善

O前 時までの児童の学習状況をもとに、本時における個に応 じた指導の手だてを想定 し、全員

に基礎 的 ・基本的 な内容の確実な定着 を図るよう、個に応 じた指導を行 う。また、本時内及

び本時後に評価規準を基に児童を評価 し、個々の児童に対す る手だての有効性 を分析する。

その結果か ら次時の学習における個 々の児童の学習状況を想定 し、個に応 じた指導 の手だて

を考え、指導に生かす。

◎上記の評価→計画→指 導→評価 … を単元の学習の中で繰 り返 し、評価結果 を次の指導に生

かす ことによ り、個々の児童の学習状況 に対 して、より有効な手だてを講 じることができる。

また 、基礎的 ・基本的な内容の定着 を一層 図ることができる。

4補 充的・発展的な指導を取り入れた学習過程の作成

O個 に応 じた補充的な指導や発展的な指導の手だてを学習活動に応じて想定し、学習過程の中

に計画的に取り入れる。

@補 充的な指導や発展的な指導の手だて を想定 した学習過程 を作成す ることにより、計画的、か

つ具体的に個 に応 じた評価 と指導の一体化 を図ることが可能になる。

5今 後の課麺

O評 価 をさらにその後 の指導に生かすために、学習形態や各学習過程、さらに評価 の観点に応 じ

て どの ような評価方法が適 しているのか を検討す る必要がある。

O捕 充的な指導や発展的な指導などの個 に応 じた指導 を行 う場面や学習過程をさらに研究 ・開発

し、個 に応 じた指導 と評価 の一層の一体化 を図る必要があ る。

O個 々の児童に対する補充的な指導や発展的な指導の有勧性を検証するとともに、想定 した児童

の姿や講 じた手だての見直 しな どを行い、評価 と指導が一層充実 した ものになるように工夫 ・

改 善す る必要がある。

O発 展的な指導において、具体的な指導内容や教材な どを一層開発する必要がある。
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